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1.　アニオン界面活性剤 は，螢 光増白染 料の染 浴に併

用 すると，染 布の螢光強度が未併用 の場合 より増加し ，

非イ オン界面活性 剤の場合には逆に低下 する現 象が起こ

る。そこ で，本 研究は，螢光増白染料による木綿布に対

する非イ オン界面 活性 剤の作用の詳細を明らかにするこ

とを目的 とし た。

2.　試料は トリアジニル スチルベ ン系直接染料型螢 光

増白染 料２種 を使用し，種々の濃度で， アニ オン（Na-

ＡＢＳ）お よ び 非イ オン活性剤 （ ポリオキシェチレ ンノ

ニルフェノノレエーテル型）と の 共存浴か ら 綿 布を染色

し，螢 光増白効果 をし らべた。 また，標準状態で染色し

た螢光染 布に界面活性 剤水 溶液を滴下湿潤した場合の螢

光強度 の変化 もし らべた。

3. ポリオキシエチレンノニルフェノールエーテル型

非イオン界面 活性剤は染浴 に併用 すると，染布 の螢光強

度は，未併用の場合よ り低下し，活性剤濃度が高いほど

こ の効果 が著しい。こ の場合，活性 剤の親水性 が大きい

ものの方 が螢光 強度低下 の程 度が著しい。し かし ，界面

活性 剤を滴下湿潤した場合はほと ん ど変化 を認め な か

った。

これ等 の結果 から非イ オン界面活性剤 の螢光低 下をも

たらす理 由とし て，螢光染料と非イオン界面活性剤 との

相互 作用 による発螢光物質の減少は考えにくく， 共存染

液 からの染 着量 が減少ナるた めと推定された。


